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耐
震
偽
装
事
件
に
想
う 

建
築
家 

竹
内 

壽 

一 

 
建
築
界
で
衝
撃
的
な
事
件
が
起

こ
り
ま
し
た
。
公
共
工
事
の
談
合

や
欠
陥
住
宅
な
ど
建
設
工
事
に
は

何
か
と
醜
聞
が
多
い
な
か
、
１
級

建
築
士
に
よ
る
計
算
偽
装
で
し
た
。 

 

●
設
計
と
監
理
の
専
門
家
団
体
・

(

社)

日
本
建
築
家
協
会(

Ｊ
Ｉ
Ａ)

は
、
建
築
界
の
改
善
策
を
模
索
し

て
提
言
し
つ
つ
も
、
皆
様
へ
の
説

明
責
任
を
十
分
に
果
た
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
ま
ず
お
詫
び
致
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
事
件
の
発
覚
後
、
一

般
の
方
を
対
象
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
相
談
会
な
ど
を

開
き
、
緊
急
対
策
と
し
ま
し
た
。 

こ
の
事
件
の
背
景
は
根
深
く
、

①
蔓
延
化
す
る
経
済
至
上
主
義 

②
有
資
格
者
の
モ
ラ
ル
の
低
下 

③
設
計
者
の
法
制
度
の
脆
弱
さ 

④
確
認
検
査
機
関
の
機
能
不
全 

⑤
銀
行
や
保
険
会
社
に
よ
る
担
保

価
値
の
審
査
不
備
、
に
尽
き
ま
す
。 

 

●
私
は
か
つ
て
数
年
間
、
１
級
建

築
士
試
験
（
国
家
試
験
）
の
作
成

に
か
か
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
九
五
十
年
発
足
の
技
術
資
格

「
建
築
士
」
は
、「
設
計
と
工
事
監

理
」
の
資
格
法
で
す
が
、
時
代
の

変
遷
と
と
も
に
施
工
や
不
動
産
、

メ
ー
カ
ー
な
ど
設
計
に
携
わ
ら
な

い
建
築
士
が
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

そ
の
割
合
は
実
に
全
体
の
７
割
。

資
格
制
度
が
形
骸
化
し
て
い
ま
す
。

建
築
士
の
総
数
も
、
１
級
＝
約
二

十
五
万
、
２
級
＝
六
十
万
。
国
民

百
五
十
人
に
一
人
の
割
合
は
諸
外

国
の
２
～
３
倍
と
な
り
ま
す
。 

そ
の
結
果
、
需
給
の
均
衡
が
崩

れ
、
過
度
の
営
利
追
求
に
走
り
が

ち
な
建
築
主
の
意
向
の
み
を
優
先

す
る
過
当
競
争
と
な
り
ま
す
。
有

資
格
者
の
低
質
化
と
遵
法
意
識
の

希
薄
化
を
招
い
て
い
ま
す
。 

 

●
建
築
士
の
設
計
業
務
に
は
、
設

計
全
般
（
意
匠
）
、
構
造
設
計
、
設

備
設
計
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ふ

つ
う
、
設
計
事
務
所
は
小
規
模
な

建
築
な
ら
事
務
所
内
で
全
設
計
を

こ
な
せ
ま
す
が
、
大
規
模
な
建
築

に
な
る
と
、
外
部
の
構
造
や
設
備

技
術
者
の
協
力
を
仰
ぎ
ま
す
。 
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こ
の
た
び
、
建
築
士
法
が
不
十

分
な
が
ら
も
一
部
改
正
さ
れ
、
罰

則
強
化
と
、
構
造
・
設
備
設
計
者

の
責
任
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
実
は
、
建
築
主
か
ら

直
接
依
頼
さ
れ
る
建
築
家
の
責
任

こ
そ
大
き
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は

法
文
化
さ
れ
ぬ
ま
ま
で
す
。 

 

●
欧
米
で
は
設
計
と
施
工
と
が
明

確
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
設

計
者
の
中
で
も
取
り
ま
と
め
る
人

は
建
築
家
、
構
造
や
設
備
の
担
当

者
は
技
術
者
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

私
の
所
属
す
る
Ｊ
Ｉ
Ａ
は
国
際
建

築
家
連
合(

Ｕ
Ｉ
Ａ)

日
本
支
部
と

し
て
国
際
基
準
に
よ
る
職
能
資
格

法
を
日
本
で
創
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
独
自
に
「
建
築
家
資

格
制
度
」
を
試
行
し
、
資
格
の
更

新
制
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
常
に

最
新
技
術
や
情
報
を
修
得
し
続
け

て
こ
そ
有
資
格
者
た
り
え
ま
す
。

た
ゆ
み
な
い
研
鑽
に
よ
り
能
力
を

高
め
更
新
さ
れ
た
有
資
格
者
を

「
建
築
家
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。 

 

●
建
築
家
は
設
計
者
・
工
事
監
理

者
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
、
品
質
、

コ
ス
ト
な
ど
全
体
を
見
て
建
築
を

創
る
立
場
に
い
ま
す
。
偽
装
事
件

で
は
、
施
主
や
施
工
者
が
構
造
設

計
者
に
直
接
構
造
の
指
示
を
出
し

た
り
、
施
工
段
階
で
構
造
設
計
者

が
勝
手
に
設
計
変
更
し
た
り
し
て

い
た
と
い
い
ま
す
。
責
任
の
所
在

や
意
思
伝
達
の
ル
ー
ル
が
壊
さ
れ

て
い
ま
す
。
建
築
生
産
過
程
の
中

で
、
建
築
家
が
き
ち
ん
と
全
体
を

統
括
す
る
た
め
の
法
的
基
盤
が
余

り
に
も
脆
弱
で
す
。
経
済
至
上
主

義
が
蔓
延
す
る
か
ら
こ
そ
、
技
術

資
格
の
現
建
築
士
法
に
加
え
、
経

済
で
は
計
り
得
な
い
公
正
・
公

平
・
公
益
の
倫
理
観
に
基
づ
く
職

能
資
格
「
建
築
家
法
」
を
、
団
体

益
を
超
え
て
目
指
す
所
以
で
す
。 

 

●
さ
ら
に
緊
急
の
重
要
課
題
は
、

銀
行
の
責
任
と
保
険
の
問
題
で
し

ょ
う
。
米
国
の
よ
う
に
、
日
本
で

も
消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
銀

行
や
保
険
会
社
が
設
計
や
工
事
監

理
、
更
に
建
築
確
認
、
中
間
検
査

な
ど
の
段
階
で
担
保
価
値
の
確
実

な
審
査
に
つ
い
て
、
真
剣
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 (

株)

竹
内
建
築
総
合
研
究
所 

主
宰 

(

社)

日
本
建
築
家
協
会 

理
事 


